
市町における医療的ケア児支援に係る取組状況等

(1)名称 (4)開催状況

1 下関市
下関市医療的ケア児支援地
域連携会議

○開催年月：令和４年７月
○協議題
・山口県医療的ケア児支援センターについて
・医療的ケア児の支援に関する取り組み事例の紹介
○協議状況（概要）
・山口県医療的ケア児支援センターについて、施設概要と実績の報告
・本市の医療的ケア児の支援に関する以下の取り組みを報告
　①日常生活用具給付等事業の改正について（障害者支援課）
　②研修の実施、マニュアルの配布等（幼児保育課）
　③下関市立小・中学校医療的ケア支援事業について（学校教育課）
　④小児慢性特定疾病医療費助成制度について等（健康推進課）

・必要に応じて入院中の時期から保健師等が医療機関での面談を実施
・退院時は、退院時に病院から送付される母子等要支援者連絡票などで医療機関と連携を図りながら家庭訪問を行い、保護者
の方の育児不安に寄り添いながら、育児や各種支援サービスに関する情報提供を実施
・小中学校において、医療的ケア支援員を市独自で雇用し、該当児童の医療的ケアを実施
・下関市立小・中学校医療的ケア支援事業実施要綱と、下関市医療的ケア支援員配置事業実施要領に基づき、医療的ケアの
必要な児童生徒に適切な支援を実施
・保育士が「山口県医療的ケア児等支援者養成研修」を計画的に受講
・「公立認定こども園・保育所における医療的ケア児受入れマニュアル」に基づき、受入体制を整備（令和４年度は受入児童なし）
・医療的ケア児（者）への災害対策として、日常生活用具給付等事業の給付種目に、人工呼吸器用非常用電源を追加（令和４年
４月１日から）
・医療的ケア児が保育所等に入所しやすい環境を整えるため、医療的ケア児として入所する場合、入所選考時の選考指数に加
点項目を追加（令和５年４月入所分から適用）

2 宇部市
医療的ケア児を地域で支援
するための連携会議

○開催年月：令和４／５年　２　月
○協議題
・各課での支援状況について
・来年度の各課における取組について
・医療的ケア児に関する課題について
○協議状況（概要）
・今年度の各課の取組について共有
・今後の取組や課題について検討
　保育園や学校で看護師を雇用しようとしても、報酬の問題や医療的ケア児の支援という条件で、人材確保が困
難。また、医療的ケアが必要な時期と保育園が受けいれられる時期(３歳～)に乖離がある可能性について協議。

・Ｒ３年10月から公立保育園(１か所)にて医療的ケア児の受け入れを開始したが、現在まで実績は0人。
　（看護師が退職予定であり、代わりの職員を確保する見通しが立っていない。）
・現在、市立の小中学校では医療的ケア児の受け入れ実績なし。
・必要に応じて医療的ケア児の個別支援を検討する為に、「宇部市立小中学校における医療的ケア運営協議会設置要綱」をＲ
５.１.31施行。ガイドラインを作成中。
・退院連絡等があった医療的ケア児への専門職の家庭訪問。必要に応じて、支援調整。
・医療的ケアコーディネーターによる支援機関との連携・調整。
・医療的ケア児に係る相談支援、サービス調整。

3 山口市
①子ども発達支援連絡会議
②山口市地域自立支援協議
会こども部会

①に関して
○開催年月：令和４年１０月、令和５年３月
○協議題
・医療的ケア児に関する支援について
○協議状況（概要）
・第四次山口市障害者計画について
・子どもの発達に関する支援体制の取り組みについて
・令和４年度山口県医療的ケア児とその家族の生活状況・ニーズに関するアンケート調査結果の共有
②での協議なし

・母子保健担当課と連携し早期に医療的ケア児を把握、及び障害福祉サービス等の提供
・医療的ケア児に係る相談支援、サービス調整
・医療的ケア児家族相談及び交流会の個別通知による周知
・「医療的ケア手帳」及び「山口県医療的ケア児支援サポートブック」の周知
・県医療的ケア児等コーディネーター養成研修への受講者推薦
・医療的ケア児等コーディネーター配置事業所への情報提供

4 萩市 萩市自立支援協議会

○開催年月：令和４年８月（新型コロナウイルス感染症の影響により書面決議）
／５年３月予定
○協議題
医療的ケア児に関しては長期的に協議していく必要があるため、今回の議題には入れていない。
○協議状況（概要）

「医療的ケア児訪問看護事業」
障がい福祉サービス等における看護職員の配置がない障がい児通所支援事業所への看護師の派遣。主に放課後等デイサー
ビス利用時に訪問看護を利用している。

5 防府市
防府市障害者保健福祉推進
協議会及び防府市地域総合
支援協議会

○開催年月：令和５年　２　月
○協議題
医療的ケア児支援について
○協議状況（概要）
山口県における取り組み、医療的ケア児の実態調査について説明。
災害時の避難についての意見があった。

・医療的ケア児の実態調査
・県医療的ケア児等コーディネーター養成研修への受講者推薦
・医療的ケア児等コーディネーター配置事業所への情報提供
・母子保健担当課と連携し早期に医療的ケア児を把握、及び障害福祉サービス等の提供

6 下松市
下松市医療的ケア児等支援
部会

○開催年月：令和４年12月
○協議題
・災害対応について
・医療的ケア児への支援状況について
○協議状況（概要）
・下松市の災害対策「避難支援制度」及び「福祉避難所」について周知し、災害時の対応について協議した。
・山口県東部医療的ケア児支援センターについて
・山口県における医療的ケア児の実態調査について

・医療的ケア児支援センターの周知
・医療的ケア児に係る相談支援、サービス調整

7 岩国市
岩国市障害者自立支援協議
会療育サポート部会

令和４年６月１日
　医療的ケア児者リストについて
　　実態調査実施要領で医療的ケア児者の定義の確認、医療的ケア児者の把握
令和４年９月７日
　報告事項
　　関係機関との情報交換会
　　岩国市太陽の家の医療的ケア児受け入れについて
　事例紹介（不足する社会資源や課題の抽出・共有）
　今後の部会の取組について
令和５年１月11日
　報告事項
　　訪問看護・障害児通所・短期入所事業所アンケート調査結果
　事例紹介
　山口県医師会　前川先生からの情報提供
　　医療的ケア児者の災害時の対応について
　今後の部会の取組について

・市内医療的ケア児者情報・課題の把握・共有
・市内対象者の現状を部会会議で報告
・訪問看護・障害児通所・短期入所事業所アンケートを実施
・アンケート結果を部会会議で報告

市町 ２　令和４年度における医療的ケア児支援に係る取組・支援内容、実績等
１　協議の場の設置状況等

資料２－②
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市町における医療的ケア児支援に係る取組状況等

(1)名称 (4)開催状況
市町 ２　令和４年度における医療的ケア児支援に係る取組・支援内容、実績等

１　協議の場の設置状況等

資料２－②

8 光市
地域自立支援協議会（相談・
権利擁護部会）

○開催年月：令和４／５年　４、６、８、.10、12月
○協議題
　個別のケースにおいて、課題が生じた際に協議・検討を行う。
○協議状況（概要）
・医療的ケア児の通学方法について
・医療的ケア児のショートステイ（レスパイト）先について

・４月に３事例の個別ケースから課題の抽出や解決案を出し合い、８月にはその後の報告会を実施した。
・単市ではケースが少なく、すぐに何かの施策につなげるには難しい場合もあるが、今年度開設された山口県東部医療的ケア児
支援センターとも連携を行い、市での課題や意見を県へつないでいくことが出来た。

9 長門市
医療的ケア児支援に係る協
議の場

○開催年月：令和４／５年　11、12、１月
○協議題
　・長門市の医療的ケア児の現状
・医療的ケア児の連携支援体制の構築
　・医療的ケア児等コーディネーターの役割、周知方法
○協議状況（概要）
　・出生から高校卒業までの各時期における協議の場と主たる担当者、コーディネーターの役割についてまとめ
た体制表を作成。
　・令和５年度小学校入学予定の医療的ケア児の支援について、現状と今後の各担当者の役割を確認。

長門市障害者自立支援協議会　子ども支援部会において、医療的ケア児支援について協議の場を設置。
・医療的ケア児の支援体制表を作成。
・医療的ケア児支援に係る今後の自立支援協議会の役割について確認。

コーディネーター養成研修の新規受講者なし。

10 柳井市 柳井市地域自立支援協議会

○開催年月：令和４年10月
○協議題：令和４年度　第１回柳井市地域自立支援協議会
○協議状況（概要）
医療的ケア児については柳井圏域地域自立支援協議会において、「医療的ケア児連携体制整備プロジェクト」と
して取り組んでいるため、柳井市地域自立支援協議会では議題に入れていない。

○開催年月：令和５年３月
○協議題：令和４年度　第２回柳井市地域自立支援協議会

・柳井市日常生活用具給付事業実施要綱を改正し、新たに人工呼吸器用非常用電源を追加。（R４．７．１～）
・柳井圏域地域自立支援協議会において、「医療的ケア児連携体制整備プロジェクト」として地域課題を整理し、体制整備を進め
ている。

11 美祢市
医療的ケア児支援のための
連絡会議

○開催年月：令和４／５年　３　月
○協議題
・医療的ケア児の支援に関する情報提供
・各関係機関の現状や取り組み、課題について
・医療的ケア児の卒業後の居場所づくりについて
○協議状況（概要）

・障害児通所事業や地域生活支援事業の中での対応。個別の相談に対しては相談支援専門員や関係機関と連携を図り支援方
法を検討している。
・医療的ケア児の家族からの要望で総合支援学校卒業後の居場所についての協議を関係機関を
交えて開催。市内での受け入れ先を交渉したが、障害福祉サービス事業所での受け入れが体制的に困難ということで、障害福
祉サービス事業所以外の居場所を借りて一時的に利用することで支援し、新年度に向けて準備している。
・医療的ケア児についての情報収集を医療的ケア児コーディネーターと市保健センターと
市福祉課で協議を開催。

12 周南市
周南市地域自立支援協議会
医療的ケア児支援検討部会

○開催年月：令和４／５年　　　月
○協議題
令和２年度以降、医療的ケア児支援検討部会において、医療的ケア児とその家族についての事例検討等や個別
支援を行うことで、出産後早期から関係機関がつながる仕組みが構築されたため令和3年度末に次年度以降の
開催については休会とすることで
合意した。よって令和４年度は開催なし。
○協議状況（概要）

・医療的ケア児支援検討部会については、休会中だが、個別の事例については、相談支援専門員や就園について保育所入所
担当部署とともに対象児が利用開始した園へ訪問を行い、現状の医療的ケアの方法を把握。
・令和４年４月に保育所入所担当部署主催の保育所等での医療的ケア児の支援に係る検討会議に出席し、就学前施設におけ
る医療的ケア児受け入れ方針の検討、情報共有を行っている。
・また、令和６年度に予定している医療的ケア児の就学に向けて、教育委員会と共に学校訪問を行い、就学先の検討について
情報共有を行った。

13 山陽小野田市
医療的ケア児についての連
絡会議

○開催年月：令和５年２月
○協議題
１　医療的ケア児への関りについて
２　医療的ケア児について意見交換、情報共有
３　その他
○協議状況（概要）
・参加者：庁内関係課（子育て・健康増進・学校教育・障害）に加え、訪問看護、相談支援事業所、子育て支援セン
ター
・内容：各機関で把握している医療的ケア児について報告。国、県の動向を共有。
　　　　 山口県西部医療的ケア児支援センターの紹介。

・個別支援
　例）導尿が必要な小学生：学校では、定期的な声掛けと、導尿後のごみ捨て　放課後等デイでも同様
　　　吸入が必要な保育園児：風邪等で状態が不安定な際、保育園に配置している看護師が吸引　等

・上記会議の中で、連携体制を構築しながら、年中児相談会における調査票で医療的ケア児を把握した際は、学校教育課に連
絡し、就学に向けて、準備を進める。（緊急時の対処法等を医師に確認する等）

14 周防大島町
周防大島町地域自立支援協
議会

コロナ拡大につき開催なし なし（対象者なし）

15 和木町 和木町地域自立支援協議会

○開催年月：令和４／５年　３　月（書面）
○協議題
医療的ケア児への支援（今後の取組み）
　※現在、委員からの書面回答待ち
○協議状況（概要）
医療的ケア児が十分なサービスを受けられるよう、引き続き、事業所には支援者向け研修への参加を呼びかけ
るとともに、児童発達支援センターや岩国市との連携を継続する。

〇支援実績なし。
〇岩国市地域自立支援協議会の療育部会に参加し、圏域内の情報共有を図った。

16 上関町 上関町地域自立支援協議会 開催予定なし 「柳井圏域地域自立支援協議会　医療的ケア児連携体制整備プロジェクト」にて課題を整理中。

17 田布施町
田布施町地域自立支援協議
会

開催未定

【柳井圏域】
・柳井圏域の医療的ケア児等コーディネーターや委託相談支援事業所、及び行政で意見交換を実施。
【田布施町】
・町の関係機関（保健、保育、教育関係者)に【医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律】が公布・施行されたこと
に伴い、努力義務から、責務へと措置対策を検討する必要があることについて説明。
・山口県東部医療的ケア児支援センターにケースについて相談

18 平生町 平生町地域自立支援協議会

○開催年月：令和５年３月開催予定
○協議題
　【令和4年度柳井圏域地域自立支援協議会】
「医療的ケア児連携体制整備プロジェクト」における協議内容の報告
平生町で取組む課題について整理

「柳井圏域地域自立支援協議会　医療的ケア児連携体制整備プロジェクト」にて課題を整理中

19 阿武町 医療的ケア児については、対象者不在のため未協議 阿武町総合相談センターに医療的ケア児等コーディネーターを配置
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市町における医療的ケア児支援に係る取組状況等

1 下関市
①下関市こども発達センター
②相談支援事業所フェニックス
③相談支援事業所じねんじょ

・個々の相談支援の業務の中で、保護者に対する助言や関係機関との調整を行っている。
・日常生活用具給付等事業の給付種目に、浴槽（折り畳み式又は空気式など）を追加（令和５年度予定）
・個別避難計画、若しくはそれに類似した計画の策定及び避難訓練の実施（時期未定）

2 宇部市
①児童発達支援センターうべつくし園
②サポートスペース創
③リトル・バンビ

・県の配置事業所リストに名前を掲載してもらい、必要に応じて相談支援を行う。
【課題】
・医療的ケア児が実際に利用できる福祉施設の不足。

・医療的ケア児の把握と適切な支援の実施
・医療的ケア児の障害福祉サービス、保育園・幼稚園、学校等での受け入れについての検討を継続
・相談支援事業所等への医療的ケア児等コーディネーター養成研修の情報提供と受講勧奨

3 山口市

①子ども発達支援センター愛	（令和２年４月）
②子ども発達相談センターぽこ・あ・ぽこ（令和２年４月）
③済生会山口地域ケアセンター
　 やまぐち障害者生活支援センター（令和２年４月）
④はあとｍ＋Ｍ新山口（令和２年４月）
⑤はあと相談支援事業所山口（令和３年４月）

・医療的ケア児の把握に努めながら、適切な支援の提供を実施していく。
・コーディネーターを中心とした個別事例支援体制の充実が図っていけるよう情報交換の場
等検討。

・令和５年度から、日常生活用具給付事業において、給付品目に人工呼吸器用発電機・外部バッテリー等を追加し、
災害時の電源確保が欠かせない医療的ケア児等への在宅支援を拡充予定。

4 萩市
①萩市障害者生活支援センター　ほっとすぺーす
②萩市健康増進課
③萩市福祉支援課

・個別ケースのサービス調整・相談業務を行っている。
・医療的ケア児が医療的ケア者になった際、同じように看護職員の配置がないことを理由に通所や入所サービスを
利用できない事案が発生することが見込まれる。

5 防府市

①クローバーセンター
②防府市障害者生活支援センター
③ほのぼの相談室
④ケアプランセンターえびすや
⑤相談支援事業所華の浦

・個別ケースのサービス調整・相談業務 ・相談支援につながっていない医療的ケア児者を相談支援事業所に繋げる取り組み

6 下松市
①相談支援センター　しょうせい苑
②相談支援事業所　Reika
③相談支援事業所　げんき

・医療的ケア児の相談支援、関係機関との連絡調整を行っている ・医療的ケア児等支援部会の開催

7 岩国市

①障害者地域生活支援センターしらかば
②岩国市障害者サービスセンター
③地域生活支援センタートライアングル
④緑風会障害者生活支援センター
⑤障害者地域生活支援センタープログレス

・医療的ケア児等への情報提供や相談支援事業所へのつなぎを実施。
・他分野（医療、保健、福祉、教育等多分野）との横断的な連携を含めた早期介入の模索。

＜取組予定＞
・相談支援につながっていない医療的ケア児者を相談支援事業所に繋げる取り組みを継続実施。
・医療的ケア児等コーディネーター養成研修の受講の呼びかけ。
・医療分野との情報交換・課題の共有。
＜課題＞
・医療的ケア児とその家族が利用できる福祉サービス（障害児通所支援事業所、短期入所事業所等）や人材等、社
会資源の不足
・分野（医療、保健、福祉、教育等多分野）横断的な連携

8 光市
①相談支援センターひかり苑
②歩夢ケアプランセンター

・個々のケースのサービス調整や相談業務、関係機関との連携等を行っている。
・対象者や医療機関、相談事業所等からの問い合わせ等があれば、地域の課題として、県
医療的ケア児支援センターへも情報提供を行ったり、助言を求めたりしている。

・今後も、個別の事例検討を重ねることにより地域課題を抽出し、それらを資源開発や政策形成につなげていく予
定。

9 長門市
①相談支援事業所いぶき
②長門市障害者相談支援センター

・保健センターの保健師を通じて医療的ケア児等コーディネーターに繋がってはいるが、
コーディネーターが家族や関係機関との連携において役割を十分に果たせていない。
・医療機関にコーディネーターの役割が浸透しておらず、コーディネーターとの連携が図れて
いない。

・今年度作成した支援体制表に基づき、医療的ケア児等コーディネーターを中心とした支援体制を強化する。コー
ディネーターを紹介するパンフレットの作成、周知を行う。
・令和３年１１月より、公立保育園（１ヶ所）において医療的ケア児の受け入れを開始しているが、学童期以降の受け
入れ体制がない。令和５年度以降に小学校入学予定児の児童クラブや放課後等デイサービスの受け入れ体制につ
いて、協議を行う必要がある。
・市内医療機関においてレスパイト受け入れ先がない。看護師不足により対応不可。

10 柳井市
①地域生活支援センターたんぽぽ
②たちばな園相談支援事業所
③児童発達支援あおぞら

・個別の相談支援業務の中で、各種サービスの情報提供や関係機関との連絡調整を行って
いる。
・柳井圏域地域自立支援協議会において取り組んでいる「医療的ケア児連携体制整備プロ
ジェクト」に参加し、体制整備を進めている。

・引き続き柳井圏域地域自立支援協議会において、「医療的ケア児連携体制整備プロジェクト」として取り組み、地域
課題を整理の上、体制整備を進めていく。

11 美祢市 ①総合相談支援センターみね

・医療的ケア児支援のための連絡会議への参加及び情報提供
・医療的ケア児の家族と関係機関との協議の連絡調整及び相談業務
・医療的ケア児の緊急入院が必要になったときの医療機関との連絡調整
・県医療的ケア児支援センターに共生型サービスの実施施設や利用実績等について相談

・関係機関の連携体制が図れるよう、参加機関や内容を検討しながら協議の場を継続。
・医療的ケア児の受入れができる事業所が市内にないという課題がある。医療的ケア児等コーディネーターとともに
介護保険施設等も視野に入れて、日中利用できる支援等について引き続き検討していきたい。
・医療的ケア児の総合支援学校卒業後の居場所や支援の方法についての協議を支援者の後継者探しと引継ぎも含
めて今後も継続して取り組む。
・災害時の対応についても確認を行う必要がある。

12 周南市 ①総合相談支援センター　ぱれっと 山口県東部医療的ケア児支援センターから相談内容についての情報提供を受けた。

・医療的ケア児に係る相談支援、サービス調整
・医療的ケア児等コーディネーターとの連携
・医療的ケア児の就園・就学にかかる関係部署との連携
（就学前施設における医療的ケア児受け入れについての個別事案の庁内会議等）

13 山陽小野田市 ①相談支援事業所のぞみ ・実際にコーディネーターが個別の相談を受けた実績がない。

令和５年度以降の取組予定
・上記１の会議の継続。
　
課題等
・災害時に備えた対応として、本市においても、医療的ケア児が避難行動要支援者として位置づけ
られていない。本市では、ケア児としての位置づけはないが、手帳所持者は位置づけられている。
しかし、災害が起きたときにどう対応するかという点は決められていないため、医療的ケア児も
含め考えて行く必要がある。
・医療的ケア児の把握方法がとり方によって変わってくる。学校教育現場でのアンケートでは、医療的ケアがあっても
自分で対応できる児童はアンケートの対象外となったということもあった。
・現在、公立保育園に１名の看護師を配置しているが、学校には配置がないため、今後、ケアが必要な児童が入学
したときに、看護師の配置を検討する必要が出てくる。

６　今後の取組予定等市町 ４　医療的ケア児等コーディネーターの活動状況
３　医療的ケア児等コーディネーター
の配置状況（配置先）

資料２－②
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市町における医療的ケア児支援に係る取組状況等

６　今後の取組予定等市町 ４　医療的ケア児等コーディネーターの活動状況
３　医療的ケア児等コーディネーター
の配置状況（配置先）

資料２－②

14 周防大島町 ①たちばな園相談支援事業所

【課題】
　医療的ケア児コーディネーターとしてどのような活動をしていくべきかについて地域内での
共通理解がなくどのように活動すればよいかわからないこと。
　医療的ケア児コーディネーターが相談員・保健師・訪問看護師のどの職種かによる役割の
違いが明確でないこと。

柳井圏域として医療的ケア児支援について対応を検討していく予定。

15 和木町 ①岩国市障害者サービスセンター
〇町に対象児童がおらず、実際の対応ケースはない。
〇岩国市地域自立支援協議会の療育部会に参加し、圏域内の情報共有を図った。

１．取組予定
　　岩国市地域自立支援協議会の療育部会等の会議に引き続き参加し、圏域単位での対応を検討する。
２．課題
　　対象児童を受け入れできる福祉事業サービスの確保

16 上関町 ①地域生活支援センターたんぽぽ 特になし
柳井圏域地域自立支援協議会　医療的ケア児体制整備プロジェクトにて整理された課題の中から可能な取組を進
めていく。

17 田布施町 ①地域生活支援センターたんぽぽ
医療機関からの相談や問い合わせに相談支援専門員(委託相談支援事業所)として、地域
資源など情報提供などを行っている。
医療的ケア児の家庭に対し、医療機関や障害児通所事業所との連絡調整を行っている。

【柳井圏域】
医療的ケア児連携体制整備プロジェクトでの協議・検討
【田布施町】
町の関係機関（医療、保健、保育、教育、福祉)で協議の場を持つ。
医療的ケア児の受け入れ体制(保育園・障害児通所事業所等)の整備
サービスの充実に向けた資源検討(日常生活用具等)

18 平生町
①地域生活支援センターたんぽぽ
②山口県社会福祉事業団たちばな園相談支援事業所
③あおぞら

特になし
柳井圏域地域自立支援協議会　医療的ケア児体制整備プロジェクトにて整理された課題の中から可能な取組を進
めていく。

19 阿武町 ①阿武町総合相談センター 医療的ケア児については、対象者不在のため活動無。
関係者において、対象者が発生した場合は、速やかに情報共有及び対応協議を行う予定。
その際、必要に応じて協議参加者(町保健師、地域包括支援センター担当者等)を増加して、的確に対応していきた
いと考えている。

-　4　-


